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丹後織物の新たな魅力を都市圏百貨店で披露！

第64回 丹後織物求評会

2

審　査　会　１０月９日（水）午後１時３０分より
                        （審査会場に入ることはできません）

展示商談会　１０月１０日（木）午前１０時～午後５時
　　　　　　　　 １１日（金）午前１０時～午後４時

求評会及び見学会に関する詳細は、組合ＨＰでご覧ください。http://www.tanko.or.jp 

　京都府では、丹後織物のブランド力向上に向けて、丹後織物事業者が取り組む新商品開発や
販路開拓などを支援しています。この度、丹後織物の新たな魅力を発信する展示販売会を東京、
大阪、京都の百貨店で実施しますので、お知らせします。

○会期：１０月２日（水）～７日（月）
○会場：阪急うめだ本店９Ｆ　うめだギャラリー
○内容：丹後の織物、食、観光のコラボによる展示会

○会期：１０月２日（水）～７日（月）
○会場：松屋銀座店　８Ｆ　イベントスクエア
○内容：カワイヨシロウ氏プロデュースの男性用きもの、帯など
　　　　「丹後紳士和服調進店」を発表

○会期：１０月２３日（水）～２９日（火）
○会場：髙島屋　日本橋店８Ｆ催事場、京都店７階催事場
○内容：チーム「ＴＡＮＧＯ＋（プラス）」のストールや男・女性用きもの等を、東京と京都で同時発信

第64回 丹後織物求評会

丹後織物の新たな魅力を都市圏百貨店で披露！

組合員の皆様も
是非ご来場ください。

丹後織物
総合展

会場　京都産業会館５階  コムスホール
             京都市下京区四条通室町東入（地下鉄烏丸線　四条下車）

Ｔａｎｇｏ Ｆａｂｒｉｃ Ｍａｒｃｈｅ
－タンゴ　　ファブリック　　マルシェ－

海の京都・シルクの里　世界のＴＡＮＧＯ　ＴＥＸＴＩＬＥ

～京都・丹後～　ちりめんの里が伝える技と美　コレクション　（仮）

銀座のきもの市・男のきもの見世

1

3

2

同時開催：海の京都・食の王国
　　　　　　丹後のたからもの
（平成２５年１０月２日（水）～８日（火）、
　　　　阪急うめだ本店９F祝祭広場）

　丹後において企画・製作された代表的な織物の数々が代官山ヒルサイドテラスに集合します。

出展業者：㈱一色テキスタイル・㈱大江・コウジュササキ㈱・篠春織物㈱・柴田織物・創作工房糸あそび・
民谷螺鈿・田勇機業㈱・丸幸織物㈲・宮眞㈱・安田織物㈱・養父織物・㈱山藤・㈲山政テキ
スタイル・由里機業場　（計１５社）

会期

会場　ヒルサイドテラス　アネックスＡ棟 （東京都渋谷区猿楽町29-21）

どなたでも
ご来場いただけます。

11月６日（水）13:00～19:00
11月７日（木）10:00～19:00
11月８日（金）10:00～17:00
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「
丹
後
ち
り
め
ん

　
　
製
品
ア
イ
デ
ア
発
表
会
」
を
開
催

「
丹
後
ち
り
め
ん

　
　
製
品
ア
イ
デ
ア
発
表
会
」
を
開
催
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関
西
圏
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
連
校
と

連
携
し
、
学
生
達
に
生
産
者
と
の
交
流
を

通
じ
て
丹
後
織
物
の
伝
統
や
技
術
を
肌

で
感
じ
て
も
ら
い
、
素
材
や
産
地
の
理
解

度
を
高
め
た
上
で
作
品
制
作
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
教
員
及
び
学
生
計

５１
名
が
丹
後
産
地
を
訪
問
し
、
８
月
に
２

日
間
に
わ
た
る
交
流
事
業
を
２
回
に
分

け
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
上
田
安
子
服
飾
専

門
学
校
、東
洋
き
も
の
専
門
学
校
、デ
ィ
ー

ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
専
門
学
校
、
京
都
造
形

芸
術
大
学
の
４
校
を
招
致
。
初
日
は
組
合

で
産
地
の
概
要
説
明
、
加
工
場
見
学
、
生

産
者
の
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
の
講
義
・

意
見
交
流
、
作
品
製
作
に
か
か
る
素
材
選

択
を
行
い
ま
し
た
。
翌
日
に
は
織
物
工
場

見
学
・
染
色
体
験
あ
る
い
は
手
機
体
験
を

実
施
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
や
見
学
中

に
は
熱
心
な
学
生
よ
り
意
欲
的
な
質
問
が
飛
び
交
い
、
丹
後
織
物
に

つ
い
て
の
理
解
及
び
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
今
後
、
同
委
員
会
が
学
生
に
素
材
を
提
供
し
、
学
校
ご
と
に
作
品

制
作
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

各
学
校
が
開
催
す
る
制
作
発
表
会
（
展
示

会
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な
ど
）
に
お

い
て
、
今
回
学
ん
で
い
た
だ
い
た
産
地
や

素
材
に
対
す
る
思
い
を
込
め
て
、
多
く
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
者
に
対
し
丹
後
素
材

を
使
用
し
た
作
品
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
今
後
の
学
生
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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産官学連携事業

丹後織物製品開発・販売促進事業

　
学
生
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
を
利
用
し
て
製
品
化
を
図
る

事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
製
品
ア
イ
デ
ア
を
見
た
い
方

や
利
用
し
た
い
方
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
丹
工
　
総
務
１
課
　
振
興
係

　
　
　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
７
７
２
・
６
８
・
５
３
０
２

　
平
成
２３
年
度
か
ら
、
丹
後
ち
り
め
ん
の
Ｐ
Ｒ
及
び
販

路
拡
大
を
目
的
に
、
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
業
界
を
担
う
若

者
を
養
成
し
て
い
る
学
校
法
人
女
子
美
術
大
学
と
連
携

し
て
、
丹
後
ち
り
め
ん
を
使
っ
た
雑
貨
類
の
製
品
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、９
月
７
日（
土
）〜
９
日（
月
）の
３
日
間
、

女
子
美
術
大
学
の
教
員
３
名
お
よ
び
学
生
９
名
が
丹
後

を
訪
問
し
、
丹
後
の
織
物
事
業
者
等
を
対
象
に
、
平
成

２４
年
度
に
考
案
し
た
丹
後
ち
り
め
ん
の
製
品
と
、
現
在

考
案
中
の
製
品
ア
イ
デ
ア
の
発
表
会
を
開
催
し
、
事
業

者
へ
向
け
て
の
プ
レ
ゼ
ン
と
意
見
交
換
会
、
織
物
工
場

等
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

産地交流事業を実施　産地交流事業を実施

丹後ファッションウィーク事業

●
製
品
ア
イ
デ
ア
の
利
用
者
を
募
集
●

女
子
美
術
大
学
の
学
生
が
考
案
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【
平
成
２４
年
度
に
発
案
さ
れ
た
主
な
製
品
ア
イ
デ
ア
】

チ
ュ
ニ
ッ
ク
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ブ
ラ
ウ
ス
、
日
傘
、

帽
子
、
蝶
ネ
ク
タ
イ
、iP

ad

ケ
ー
ス
、
ス
リ
ッ
パ
、

ピ
ロ
ー
ケ
ー
ス
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
ど
う
ぶ
つ
に
ん

に
ん
マ
ス
コ
ッ
ト
、
布
積
み
木

　
等
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　きぬもよふ化粧品は、平成１３年３月にスキンソープ・
スキンローション・スキンクリームを、また平成１５年３
月には、スキンミルク・エッセンスリッチを発売して組
合員さんをはじめ多くのお客様からご愛顧を賜り今日に
至っています。
　この度、右記の商品につきまして、セリシン配合の増
量、使用感のアップ、新成分の配合等のバージョンアッ
プ、またパッケージ・容器・ロゴ等
を刷新しリニューアルします。
　今後とも「きぬもよふ化粧品」並
びに「まゆシリーズ」に対しまして、
なお一層ご愛顧を賜りますよう重ね
重ねよろしくお願い申し上げます。

 〈リニューアル商品　４アイテム〉
●スキンソープ（洗顔ソープ）
●スキンローション（化粧水）
●エッセンスリッチ（美容液）
●スキンクリーム（保湿クリーム）　
従来のスキンクリームとスキンミルク
が１つになります。
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絹
友
会
は
、
繊
維
業
界
が
非
常
に
厳
し

い
環
境
下
に
あ
る
中
で
、
丹
後
産
地
の
将

来
を
展
望
し
、
新
し
い
産
地
形
成
を
指
向

す
る
た
め
、
若
手
機
業
者
が
自
ら
の
マ
イ

ン
ド
向
上
と
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
な

が
ら
、
積
極
的
な
自
主
活
動
を
基
に
意
見

交
流
を
通
し
て
、
産
地
の
振
興
と
発
展
に

努
め
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
８
年
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
員
に
は
、
白
生
地
織
物
、
先
染
織
物
、

洋
装
等
広
幅
織
物
製
造
な
ど
業
種
、
業
態

を
問
わ
ず
１８
歳
か
ら
４０
歳
ま
で
の
若
手
経

営
者
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。（
現
在
の
会

員
数

　
１３
名
）

　
な
お
、
当
会
の
活
動
費
と
し
て
年
会
費

を
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
是
非
と
も
会
員
メ

ン
バ
ー
と
し
て
ご
加
入
く
だ
さ
い
。
お
問

い
合
せ
、
加
入
の
申
し
込
み
は
絹
友
会
事

務
局
ま
で
。 

 
 

 

リニューアル発売
「化粧品」

絹友会会員
募集中！

 
 

 
 

 

【
平
成
　
年
度
の
主
な
事
業
】

（１）
産
地
活
性
化
産
業
振
興
事
業

　
丹
後
き
も
の
ま
つ
り
や
丹
後
織

物
求
評
会
へ
の
参
画
な
ど
、
産
地

活
性
化
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加
。

（２）
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業

　
会
員
自
社
製
品
（
商
品
）
Ｐ
Ｒ

の
企
画
及
び
展
示
発
表
や
展
示
販

売
会
等
の
情
報
提
供
等
。

（３）
研
修
教
育
・
人
材
交
流
事
業

　
研
修
事
業
の
実
施
・
組
合
役
員

と
の
座
談
会
・
人
材
交
流
事
業
。

（４）
定
例
会
の
開
催

　
情
報
交
換
、
各
種
事
業
の
打
ち

合
わ
せ
な
ど
定
期
的
に
開
催
。

　
将
来
の
丹
後
産
地
を
担
う
若
手
経
営

者
が
集
ま
り
丹
後
産
地
を
盛
り
上
げ
て

い
く
た
め
の
活
動
を
推
進
中
で
す
。

 

柔
軟
な
発
想
や
行
動
力
を
活
か
し
た

会
の
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

丹
後
産
地
・
織
物
産
業
の

明
る
い
未
来
を
創
造
す
る
若
手
グ
ル
ー
プ

〝 

絹
友
会 

〞
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉
絹
友
会
事
務
局
（
組
合
本
部
　
総
務
１
課 

振
興
係
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
７
２
・
６
８
・
５
３
０
２

２５

丹後地域の葬儀会社でお取扱
いしています。

【お問い合わせ先】
丹後織物工業組合　新規事業部
TEL 0 7 7 2・ 6 4・2 8 7 1

スキンケア入浴液（乳白色の湯）

絹セリシンのすばらしい効果
●保湿効果が優れている
●外部刺激からお肌を守るバリア効果

1回分（25ml）
× 4包入 円525

まゆのお風呂
弔事用セット
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2014年丹後ちりめんカレンダー＆
　　　　　　　　年賀はがき完成！！
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2014年丹後ちりめんカレンダー＆
　　　　　　　　年賀はがき完成！！

　カレンダーに店名刷り込みをされる場合は直接印刷会社への発注となります。組合本部・加工場
に置いてある申込用紙にてお申込ください。印刷会社に在庫がなくなり次第、店名刷り込みは終了
いたしますので、ご注意ください。

　　店名刷り込み申込締切　10月４日（金）
　　店名の刷り込み代　各サイズ100部以上は無料、99部以下は3,000円

○ポスターサイズ：「四季を愉しむきもの優美」
　和装ならではの繊細で色鮮やかな美しさを、全身はもちろん、
帯結びの美しさや丹後で製作された小物などの写真とともに紹介。

　見応えのある大画面サイズ
（90cm×61cm)700円（税込）

○レギュラーサイズ：「丹後ちりめん　ふるさと紀行」
　丹後地方の名所を、華麗に着飾ったきもの姿の女性が
巡ります。郷愁誘う丹後の景色と美しいきものとの競演。
　扱いやすいコンパクトサイズ
　（75cm×34cm) 350円（税込）

○年賀はがき　１枚　12円（税込）
　新年のご挨拶にご利用ください。

（
背
景
：
金
刀
比
羅
神
社
・
京
丹
後
市
）

組合では11月から販売を開始します。
ご予約はお早めに。

お問い合せ　丹工　総務１課　TEL：0772-68-5211

　
２
０
１
４
年
は
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
活
躍
中
の
「
田
丸
麻
紀
」
さ
ん
・

「
富
永
沙
織
」
さ
ん
・「
内
藤
理
沙
」
さ
ん
が
彩
り
を
添
え
華

や
か
に
お
届
け
し
ま
す
。
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平
成
２４
年
１１
月
、「
丹
後
小
町
踊
り
子
隊
」

が
結
成
さ
れ
、
今
春
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
地
元

の
イ
ベ
ン
ト
等
で
優
雅
な
着
物
を
身
に
ま
と
い

躍
動
感
の
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
活

動
の
場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
今
回
、「
丹
後
小

町
踊
り
子
隊
」
に
つ
い
て
代
表
の
藤
井
美
枝
子

氏
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　「
丹
後
小
町
踊
り
子
隊
」
誕
生
の
き
っ
か
け

は
、「
京
小
町
踊
り
子
隊
」
代
表
理
事
の
岩
崎

裕
美
さ
ん
に
中
山
泰
京
丹
後
市
長
が
丹
後
で
も

作
っ
て
い
た
だ
け
な
い
か
と
打
診
し
た
と
こ
ろ
、

快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
関
連
で
丹
後
建
国
１
３
０
０
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
京
都
府
と
京
丹
後
市
が
協
力

し
て
起
ち
上
げ
る
と
い
う
話
に
な
り
、
京
丹
後

市
商
工
会
に
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら

私
も
起
ち
上
げ
を
願
っ
て
い
ま
し
た
し
、
当
時
、

商
工
会
女
性
部
の
部
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
の

で
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に

名
前
を
ど
う
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、「
京

小
町
踊
り
子
隊
」
と
同
じ
京
都
府
で
す
し
丹
後

は
一
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
「
丹
後
小
町
踊

り
子
隊
」
と
名
付
け
ま
し
た
。

　

　
目
的
と
し
て
は
、
若
い
女
性
が
き
も
の
で
踊

る
こ
と
で
全
国
に
丹
後
ち
り
め
ん
を
Ｐ
Ｒ
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
踊
り

を
通
じ
て
丹
後
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。

  

隊
員
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
１５
名
の
応
募
が

あ
り
昨
年
１１
月
１７
日
に
選
考
会
を
開
催
、
さ
っ

そ
く
そ
の
日
か
ら
練
習
を
開
始
し
、
週
４
回
ぐ

ら
い
練
習
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
踊
り
の
経

験
が
な
い
方
ば
か
り
で
し

た
の
で
、
最
初
は
と
て
も

苦
労
し
て
い
た
と
思
い
ま

す
が
、
岩
崎
さ
ん
や
京
小

町
踊
り
子
隊
の
方
に
熱
心

に
指
導
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
主
練
習

も
し
て
一
生
懸
命
頑
張
っ

丹後小町踊り子隊　代表　藤井  美枝子さん（京丹後市峰山町）
きものと踊りで丹後ちりめんをＰＲ！

て
い
ま
し
た
。

　
デ
ビ
ュ
ー
は
今
年
４
月
、

京
丹
後
市
網
野
町
で
開
催

さ
れ
た
「
京
丹
後
ち
り
め

ん
祭
」
で
、
踊
る
前
は
皆

不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
様
子

で
し
た
が
舞
台
が
終
わ
る

と
「
も
っ
と
緊
張
す
る
か

と
思
っ
た
け
ど
、
自
然
に

楽
し
く
踊
れ
た
。」「
す
ご

い
楽
し
か
っ
た
。」
と
言
っ

て
い
ま
し
た
し
、
本
当
に
私
も
素
晴
ら
し
い
と
感

激
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
オ
フ
ァ
ー
が
殺
到
し
、
皆
さ
ん
出
演

す
る
度
に
自
信
が
付
い
て
き
て
今
本
当
に
楽
し
く

踊
っ
て
い
ま
す
し
、
次
か
ら
次
へ
と
新
し
い
振
り

付
け
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
が
ま
た
励
み

に
な
っ
て
頑
張
っ
て
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。
初

め
は
不
安
の
中
で
の
練
習
で
し
た
の
が
、
踊
り
を

覚
え
て
く
る
と
今
度
は
楽
し
さ
に
変
わ
っ
て
き
た

と
い
う
、
こ
れ
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
若
い
女
性
の
方
々
に
は
、
是
非
彼
女
た
ち

の
踊
る
姿
を
見
て
い
た
だ
き
、「
丹
後
小
町
踊
り

子
隊
」
に
入
っ
て
き
も
の
を
着
て
踊
る
楽
し
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、我
々

の
活
動
に
協
賛
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
活
動
と
し
て
は
、
９
月
に
府
民
交

流
会
、
１０
月
に
大
阪
梅
田
の
阪
急
百
貨
店
で
開

催
さ
れ
る
「
海
の
京
都
・
シ
ル
ク
の
里 

世
界
の
Ｔ

Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
」
や
「
丹
後
き
も
の

ま
つ
り
ｉｎ
天
橋
立
」
な
ど
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
し
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
予
定
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
京
丹
後
市
商
工
会

〒
６
２
７
ー
０
０
１
２

京
丹
後
市
峰
山
町
杉
谷
８
３
６
番
地
の
１

Ｔ
Ｅ
Ｌ

　

０
７
７
２
・
６
２
・
０
３
４
２

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
７
７
２
・
６
２
・
３
５
５
３

E-m
ail 

　kyotango

‐sci@
kyoto

‐fsci.or.jp
H
P 

　http://kyotango.kyoto

‐fsci.or.jp

くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人くろーずあ
っぷ
・丹後人

ＩｎｔｒｏｄｕｃｅＩｎｔｒｏｄｕｃｅ
中央加工場庶務

組合職場訪 問⑭

　
今
回
の
職
場
紹
介
は
、
中
央
加
工
場
の
庶
務

主
任
の
高
山
真
理
子
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
＊

　
＊

　
＊

　
誰
か
ら
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
中
央
加
工
場
に
欠
か
せ
な
い
ベ
テ
ラ
ン
主
任
。

今
度
、
育
て
た
野
菜
を
賞
味
し
た
い
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

業
務
の
内
容
は
？

中
央
加
工
場
の
事
務
所
で
受
付
嬢
？
を
し
て
い
ま
す
。
庶
務
を
担
当
し
て

お
り
、
主
に
会
計
と
資
材
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

今
ま
で
を
振
り
返
っ
て
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
業
務
に
つ
い
て
８
年
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
間
に
庶
務
の
人
員
が

減
っ
た
り
、
加
工
場
を
統
括
し
て
い
た
加
工
課
が
な
く
な
っ
て
、
そ
の
仕

事
の
一
部
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
り
で
、
当
初
に
比
べ
る
と
仕
事
が
大
幅
に

増
え
ま
し
た
し
、
６
年
前
に
は
庶
務
主
任
と
い
う
役
職
も
い
た
だ
い
て
責
任
も

付
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
当
時
は
自
分
に
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
周
り

の
人
に
支
え
ら
れ
て
な
ん
と
か
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
色
ん
な
面
で

勉
強
不
足
だ
と
思
う
の
で
、
日
々
勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

気
を
付
け
て
い
る
点
は
？

会
計
業
務
で
は
と
に
か
く
間
違
い
が
な
い
よ
う
に
確
認
を
怠
ら
な
い
こ

と
、
資
材
管
理
で
は
発
注
ミ
ス
等
の
な
い
よ
う
に
在
庫
管
理
を
し
っ
か
り

す
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

プ
ラ
イ
ー
ベ
ー
ト
で
は
、
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
し
い
て
言
う
な
ら
家
庭
菜
園
で

す
か
ね
。
畑
仕
事
は
な
か
な
か
重
労
働
だ
し
、
出
来
も
あ
ま
り
良
く
な
い

で
す
が
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
し
、
人
に
あ
げ
て
喜

ば
れ
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
。

QQQQ AAAA



丹後織物　平成２５年９月１５日発行（第三種郵便物認可）

7

　
某
関
西
の
大
学
教
授
の
丹
後
ち
り
め
ん
に
関
す
る
論
文

を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
中
に
縮
緬
の
語
源
に
つ
い

て
の
記
述
を
見
て
愕
然
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
ち

り
め
ん
と
は
『
生
地
の
表
面
に
見
ら
れ
る
細
か
い
し
わ
「
シ

ボ
」
が
、小
魚
の
「
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
コ
」
の
集
団
が
作
る
「
さ

ざ
波
」
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
呼
び
名
が
付
け
ら
れ
た

と
云
わ
れ
て
い
る
』・
・
・
出
処
の
根
拠
と
し
て
別
記
を
参

照
し
た
と
注
書
き
が
あ
る
も
の
の
、
縮
緬
の
文
字
を
見
た
っ

て
糸
偏
で
あ
り
、
明
ら
か
に
繊
維
と
し
て
命
名
さ
れ
た
も
の

で
、「
チ
リ
メ
ン
」
が
織
物
で
あ
る
こ
と
は
誰
し
も
納
得
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
学
の
教
授
が
引
用

す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
得
な
い
こ
と
を
思

う
と
、
ち
り
め
ん
が
時
代
と

と
も
に
そ
の
意
味
を

変
容
さ
せ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。

　
平
成
１８
年

に
地
域
団
体

商
標
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
、
全
国

各
地
の
産
地
組
合
等

よ
り
の
申
請
に
基
づ
い
た
地
域

ブ
ラ
ン
ド
が
現
在
５
０
０
件
ほ
ど
登
録
さ
れ
て
お
り
、
丹
後

地
域
で
は
間
人
ガ
ニ
、
丹
後
と
り
貝
、
京
た
ん
ご
梨
な
ど
が

見
受
け
ら
れ
る
。「
丹
後
ち
り
め
ん
」
は
既
に
団
体
商
標
と

し
て
登
録
済
み
で
あ
っ
た
が
た
め
、
地
域
団
体
商
標
の
中
に

は
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
な
い
。

　
さ
て
そ
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
検
索
し
て
み
る
と
、「
豊
後

別
府
湾
ち
り
め
ん
」
な
る
も
の
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
我
々

の
業
界
か
ら
見
る
と
、
新
た
な
産
地
の
出
現
か
？
　
と
思
い

き
や
、
登
録
団
体
の
大
分
県
漁
業
協
同
組
合
の
名
前
を
見

て
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
漁
獲
地
、
加
工
地
を
ブ
ラ
ン
ド
化

し
た
も
の
と
わ
か
っ
て
く
る
。

　
す
な
わ
ち
「
ち
り
め
ん
」
が
ジ
ャ
コ
の
代
名
詞
と
し
て
既

に
社
会
的
な
地
位
を
得
て
い
る
も
の
と
認
識
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
に
な
る
。

　
確
か
に
織
物
の
ち
り
め
ん
産
地
よ
り
も
圧
倒
的
に
じ
ゃ
こ

を
生
産
加
工
す
る
漁
業
関
係
団
体
等
の
方
が
多
い
と
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
ち
り
め
ん
が
と
っ
て
か
わ
ら
れ
て
も
や
む
を
得

な
い
の
か
。

　
丹
後
の
織
元
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
丹
後
ち
り
め
ん
製
造
元

な
ど
の
看
板
を
道
路
沿
い
に
掲
げ
、
自
社
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド

な
ど
も
宣
伝
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
或
る
メ
ー
カ
ー
さ
ん
の
話

に
「
丹
後
ち
り
め
ん
」
の
看
板
を
見
て
若
い
観
光
客
が
お
店

に
飛
び
込
み
、
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
お
土
産
を
求
め
ら
れ
た

と
い
う
笑
う
に
笑
え
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
お
聞
き
し
た
。

本
来
の
ち
り
め
ん
が
日
常
か
ら
疎
遠
に
な
っ
て
き
た
象
徴
的

な
話
で
も
あ
る
。

　
ち
り
め
ん
じ
ゃ
こ
の
縮
緬
は
い
っ

そ
の
こ
と
魚
偏
で
お
願
い
し
た
い

も
の
だ
が
、
食
物
と
し
て
じ
ゃ

こ
の
方
が
織
物
の
ち
り
め
ん
よ

り
ず
っ
と
歴
史
が
あ
る
と
す
る

と
、
か
つ
て
は
何
と
呼
ば
れ
て

い
た
も
の
か
、
い
つ
頃
か
ら
ち
り

め
ん
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

四
方
八
方
咄

　（
よ
も
や
ま
ば
な
し
）

其
の
壱
拾
四

「
じ
ゃ
こ
」
に
乗
っ
取
ら
れ
た

　
　「
ち
り
め
ん
」

地
域
団
体
商
標
と
は
？
・
・
・
・ 

　
地
域
名
と
商
品
名
と
を
組
み
合
わ
せ
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
広

く
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
商
標
制
度
で
、
商
標
法
の
改

正
に
よ
り
平
成
１８
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
に
も

「
夕
張
メ
ロ
ン
」
や
「
西
陣
織
」
な
ど
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商

標
化
さ
れ
た
例
は
あ
っ
た
が
、
全
国
的
知
名
度
が
必
要
と
さ
れ

そ
の
数
は
限
定
さ
れ
て
い
た
。
全
国
的
レ
ベ
ル
で
は
な
い
も
の

の
一
般
的
に
有
名
な
地
域
ブ
ラ
ン
ド
は
数
多
く
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
求
め
て
基
準
を
緩
和
し
、

一
定
の
範
囲
で
周
知
と
な
っ
た
場
合
に
は
商
標
と
し
て
認
め
る

こ
と
と
な
っ
た
。
出
願
で
き
る
の
は
事
業
協
同
組
合
や
農
業
協

同
組
合
、
社
団
法
人
な
ど
の
適
格
団
体
に
限
ら
れ
、
個
人
の
出

願
は
出
来
な
い
。

　
現
在
１
０
０
０
件
を
超
え
る
申
請
が
あ
り
、
約
５
０
０
件
が

登
録
さ
れ
て
い
る
。 

●
日
本
国
内
に
今
約
５
８
０
０
万
台
余
の

自
家
用
車
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的

に
車
は
燃
料
さ
え
あ
れ
ば
２４
時
間
動
く
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
稼
働
率
は
と
言
う
と
通
勤
車
で
６
・
３
％
、

そ
の
他
１
・
８
％
、
平
均
で
４
％
く
ら
い
と
推
測
さ
れ

て
い
る
。
時
間
に
す
る
と
１
日
約
１
時
間
、
１
ヶ
月

で
３０
時
間
し
か
乗
っ
て
い
な
い
。
残
り
９６
％
は
駐
車

場
な
り
車
庫
に
置
か
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
経
費

が
ま
た
バ
カ
に
な
ら
ず
、
使
お
う
が
使
わ
ま
い
が
大

き
な
維
持
費
が
掛
か
っ
て
い
る
。
●
こ
の
効
率
の
悪

い
消
費
財
の
稼
働
率
を
上
げ
よ
う
と
、
今
都
市
部
で

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
が
進
ん
で
い
る
。
稼
働
率
か
ら

単
純
に
計
算
す
る
と
２
３
２
万
台
（
５
８
０
０
万
台

×
４
％
）
で
事
足
り
る
計
算
に
な
り
、
こ
の
ま
ま
進

む
こ
と
は
な
い
と
し
て
も
、
自
動
車
産
業
に
と
っ
て

は
大
変
で
あ
る
。
●
し
か
し
な
が
ら
景
気
を
よ
く
す

る
こ
と
は
使
い
も
し
な
い
消
費
財
を
沢
山
売
る
こ
と

で
あ
り
、
無
駄
な
も
の
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。
キ

モ
ノ
業
界
が
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
進
め
て
消
費
離
れ

を
起
こ
し
た
が
、
同
様
に
着
用
率
の
ア
ッ
プ
に
向
け

て
貸
衣
装
や
レ
ン
タ
ル
キ
モ
ノ
が
増
え
て
お
り
、
キ

モ
ノ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
も
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
●
車

も
キ
モ
ノ
も
所
有
の
喜
び
に
支
え
ら
れ
た
消
費
財
で

も
あ
っ
た
の
だ
が
・
・
・
。
は
て
、
そ
う
な
ら
一
枚

の
キ
モ
ノ
の
稼
働
率
（
着
用
率
）
は
ど
う
か
っ
て
？

怖
く
て
計
算
出
来
ま
せ
ん
！！  

　
　
　
　
●
予
想
通
り
か
、
予
想
を
覆
し
た
か
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
東
京
開
催
誘
致
が
決
ま
っ
た
。

開
催
の
２
０
２
０
年
、
奇
し
く
も
丹
後
ち
り
め
ん
が

当
地
に
生
ま
れ
て
３
０
０
年
の
メ
モ
リ
ア
ル
の
年
で

も
あ
る
。
●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
式
と
い
え
ば
当

然
振
袖
姿
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
が
華
や
か
に
彩
り
を
添

え
る
こ
と
に
な
り
、
世
界
に
向
け
て
日
本
文
化
発
信

の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
し
て
開
催
期
間
を
見
る
と

７
／
２４
か
ら
８
／
９
・
・
・
え
ー
っ

　
日
本
列
島
が

一
番
熱
せ
ら
れ
る
き
も
の
大
敵
の
時
期
で
は
な
い
か
。

誰
だ
ー
　
こ
ん
な
時
期
を
提
案
し
た
の
は
？
！
（
Ｍ
）

丹
語

丹
語
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広　告

きもの学（楽）ネット
きものファン募集
《実施概要》

　丹後和装振興対策事業開催委員会（丹後きものＮＥＴ）では、丹後地域の「ゆかた・きも
の関連イベント」との連携をはじめ、和装産業の活性化を図る各種啓発事業を実施するなど、
丹後の和装振興に取り組んでいます。その一環として、下記の通り「きもの学（楽）ネット」
の参加募集を行います。今回は、地元和装団体とコラボレーションして楽しいイベントを企
画しましたので、奮ってご応募ください。
 ※第１回につきましては、申込期限が過ぎていますので掲載していません。

きものを楽しむ日  平成２５年１０月１８日（金）から１０月２０日（日）まで
きものをもっと楽しむ月間  平成２５年１０月１日（火）から１１月３０日（土）まで

いいね、きもの。
丹後の秋はきもので楽しもう！！

※第４回『お出掛け企画』計画中です。決定次第、チラシ等で
お知らせいたします。乞うご期待！

　　また、各企画の詳細については、随時Facebookにあげて
いきますので、コチラもチェック！

【URL】http://www.facebook.com/tangokimononet
《その他》
○申込受付は先着順としますので、定員を超えた場合はご連絡します。
○電話またはファックスでお申し込みください。
○お預かりした個人情報は、セミナーの参加者確認と緊急連絡時のみに使用します。
○キャンセルの場合は、キャンセル料が発生する場合があります。

第２回　『おやこきものてん』
～こどもなら気軽に楽しめる！親子ならもっと楽しめる！！～
■日　時：10月27日（日）午前10時～午後２時
■会　場：与謝野町立　岩滝体育館（与謝野町岩滝８６１－２）
■内　容：きものを気軽に楽しめるファッションのひとつとし
て提案するため、子どもから大人までいろいろなきものを展示
します。試着＆撮影のプチきもの体験もお楽しみいただけます。
■特　典：撮影したきもの姿をフォトカレンダーにしてプレゼ
ントします。
■参加料：無料
■定　員：なし
※ただし、希望者多数の際はお待ちいただく場合がございます。
■申　込：事前予約・申込みは不要。当日、会場内の受付にて
■共　催：きもの女子タノシ会、丹後きものＮＥＴ

第３回『踊る着付け　ビギナーコースⅠ』
～踊りながら帯結び？いつもと違うきものを楽しんでみませんか？～
■日　時：11月４日（月・祝）午後１時30分～午後４時30分
■会　場：四軒町ぴんと館（宮津市新浜１９８７）
■内　容
第１部　踊る着付けきものショー
　元宝塚娘役スターの鳩笛真希を中心に、きものカルチャー結
いの会のメンバーが名曲の調べにのせ、踊りながら着物を纏っ
ていきます。
第２部　踊る着付け講習
踊りながら帯を結ぶ「帯舞」を練習し、一緒に踊って見ましょう。
　講師：前結び宗家　きの和装学苑　井上由美子
■参加料：大人／ 1,000円　子供／無料
■定　員：30名 
■申込期限：10月21日（月）まで
■その他：着付けを習う方は着物一式（着物・長襦袢・帯・帯
板・腰紐４本・足袋）をご持参ください。また、￥1,000で一
式レンタルもしておりますので気軽にご参加ください。
■共　催：きものカルチャー結いの会 丹後支部、丹後きものＮＥＴ

《応募・問い合わせ先》
丹後きものＮＥＴ事務局
〒629-2502  京丹後市大宮町河辺3188丹後織物工業組合内）
 TEL 0772-68-5211　FAX 0772-68-5300
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Ａ①紋処理用パソコン
　②NEC PC-9801・9821
　④相談の上
Ｂ①ダイレクト用フロッピー
ドライブ　3.5インチ

　②佐和・カヤバ
　③程度中
　④7,500円

売　り　ま　す

売ります 買います売ります 買います
お問い合わせは渉外係まで【ＴＥＬ 0 7 7 2 －6 8 －5 3 0 7 】

①物品名　　②メーカー　③使用程度　④希望価格

Ｃ①ダイレクト用フロッピー
ドライブ　8インチ

　②佐和・カヤバ
　③新品
　④相談の上
Ｄ①フロッピーディスク3.5インチ
　②ＳＯＮＹ　マクセル
　　ＴＤＫ　他
　③新品
　④10枚　1,000円

○
催
事
の
秋
が
到
来
！
土
日
は
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
が
て
ん
こ
盛
り
。
ど
こ
へ
行

こ
う
か
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
反
面
、
日
時
が
重
な
る
と
泣
く
泣
く
諦
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
イ
ベ
ン
ト
も
出
て
く
る
。
嬉
し
い
よ
う
な
、
悲
し
い
よ
う
な
・
・
・
。

○
た
だ
今
、
組
合
事
務
局
も
展
示
会
や
き
も
の
ま
つ
り
等
の
準
備
で
大
忙
し
。
各

イ
ベ
ン
ト
に
向
け
、
な
に
か
と
慌
た
だ
し
い
毎
日
で
す
が
、
組
合
員
の
皆
様
の

ご
協
力
も
あ
り
着
々
と
進
行
中
。

　
　本
号
で
「
き
も
の
ま
つ
り
」
参
加
募
集
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。
是
非
、

秋
の
一
日
を
き
も
の
姿
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

CGS/CGSⅡ対応
ダイレクトジャカードコントローラー装置

導入に対する支援制度
ダイレクトジャカードコントローラー装置

導入に対する支援制度
ダイレクトジャカードコントローラー装置

導入に対する支援制度
　京丹後市、与謝野町においてＣＧＳ／ＣＧＳⅡ対応のダイレク
トジャカードコントローラー装置導入に対する支援制度を実施い
ただいていますが、本制度は３年間の期間限定となっており、与
謝野町においては平成２６年３月末、京丹後市においては平成２７年
３月末までの措置となっています。
　装置等の導入をご検討の組合員の皆さまにおかれましては、お
早めに行政各担当課へご相談ください。特に、与謝野町管内の組
合員の皆さまにつきましては、本年10月末までに担当課へ一度ご
相談いただきますようお願い申し上げます。

※制度の詳細につきましては、各市町のＨＰをご覧いただくか各
担当課へお問い合わせください。　申請書につきましては組合本部
でも配布させていただきます。

●補助対象者
　町内に住所を有し、町税等
の滞納がない方

●補助対象
　織機用CGS/CGSⅡ対応ダ
イレクトジャカードコントロ
ーラー装置の購入経費

●補助金額
　補助対象事業費の１/３以内
において、１台につき上限
９万円

●申し込み・問い合わせ先
　与謝野町　商工観光課
　　与謝野町字岩滝1798－1（本庁舎内）
　TEL46－3269　FAX46－2851

 ●補助対象者
　市内で織物製造等を行い、かつ
市内に住所を有する法人及び個
人事業者

●補助対象
　織機用ダイレクトジャカードコ
ントローラー装置等の購入及
び設置経費等

●補助金額
　補助対象事業費の１/３以内にお
いて、１台につき上限１０万円

●申し込み・問い合わせ先
　京丹後市　商工観光部商工振興課
　　京丹後市網野町網野353－1（網野庁舎）
　TEL69－0440　FAX72－2030

与 謝 野 町 京 丹 後 市
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